
　情報学部は、所定の履修細則に従って卒業所要単位124を修得し、次の学修成果が確認できた者に「学士（情報学）」
の学位を授与する。

　１．現代をよく生きることについて、キリスト教の教えをふまえた考察ができる。
　聖書がもつ今日的意義を理解し、それらをふまえながら、現代社会の中でよく生きることについて、自分の考
えを論じることができる。特に、高い道徳性と幅広い知識を備え、人間と社会のあり方を深く考え、社会の発展
に貢献できる。

　２．高度な知的活動に必要な汎用的諸技能・能力及び英語力を活用できる。
　高度な知的活動の基礎となる汎用的諸技能・能力（コミュニケーション力、論理的・批判的思考力、情報リテ
ラシー、数理リテラシーなど）及び英語力を身につけ、活用することができる。特に、ものごとを論理的・批判
的に考え、それを口頭や文章で表現することができる。

　３．課題を発見し、その解決のために学修成果を活用して取り組むことができる。
　地域の課題をはじめとする様々な具体的課題を見つけ、教養教育及び専門分野の学修成果を総合的に活用する
ことでその課題の解決案を提示することができる。特に、課題の発見と解決に情報学の専門知識や関連する学修
成果を活かすことができる。

　４．ものごとを広く多様な視点から認識し、異なる認識・思考方法や価値観に理解を示すことができる。
　自己や世界を歴史・社会・自然など多様な視点から認識し、異なる認識や思考方法、異なる価値観に理解を示
すことができる。特に、データを扱う多様な学問分野の領域横断的な思考力により、新たな価値を創造すること
ができる。

　５．情報学部においては、次の学修成果を示すことができる。
　　⑴　現代社会における情報の重要性を理解し、その役割を説明することができる。
　　⑵　データを解析するために必要な数理科学の知識や手法を獲得し、それらを説明することができる。
　　⑶ 　情報科学、数理科学や社会科学を用いて膨大な量のデータを解析し、得られた情報を社会に活かすための方

法を説明できる。

５．情報学部「学位授与の方針」
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